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図612一丁O 電器部品工場   

工業は、軍産業が中心になっていたため、  

積極的に工場を誘致しなかったことや、交通  

の不便さなどにより、はとんどが小規模な企  

業です。今後は産業の多様化を図り、町勢に  

活力を求めるため、筆産業との調和、地域の  

環境保全に配慮しつつ成長産業の誘致に努め  
ます。   

商業ほ、はとんどが小規模な小売業で、ス  

ーパーなどと共存できるだけの経営基盤を確  
保するた捌こ、店舗の共同化、協業化、駐車  

場、休憩施設などの必要に迫られています。  

図6219  熊脚り－困の餞造牒  

的
大
き
な
規
模
へ
の
従
業
者
の
集
中
化
と
、
多
数
の
零
細
規
模
 
 

の
事
業
所
へ
の
分
散
化
（
四
人
未
満
規
模
層
へ
の
集
中
）
が
、
こ
の
 
 

産
業
の
構
成
的
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
は
、
事
業
所
は
す
べ
て
三
〇
人
未
満
 
 

規
模
（
四
人
未
満
七
八
・
四
％
）
で
、
お
し
な
べ
て
規
模
は
小
さ
 
 

い
。
従
業
者
は
、
一
〇
人
未
満
で
六
二
■
四
％
（
四
人
未
満
四
 
 

三
二
一
％
）
で
、
一
〇
～
二
〇
人
規
模
と
四
人
未
満
層
へ
の
集
中
 
 

化
現
象
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 

町勢要覧より  

そ
の
こ
と
ほ
、
本
町
に
お
け
る
製
造
業
の
 
 

様
子
を
み
る
と
き
わ
め
て
明
ら
か
に
な
 
 

る
。
昭
和
三
十
年
代
ご
ろ
ま
で
は
、
戦
前
 
 

か
ら
の
産
業
構
造
の
基
本
は
本
町
に
お
い
 
 

て
は
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
 
 

る
。
い
ま
、
昭
和
三
十
年
代
の
製
造
業
の
 
 

内
訳
を
み
る
と
、
食
料
、
木
材
、
紙
、
印
 
 

刷
、
金
属
の
一
〇
余
事
業
所
を
除
け
ば
、
 
 
 

製
造
業
 
 
熊
野
町
に
お
け
る
産
業
は
伝
 
 

統
的
に
筆
づ
く
り
で
あ
る
。
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蓑6－2【10 熊野町における製造業の事業所数とその内訳（昭和30～40年）  

盲姦所数一食料   木 材  紙  印  刷  金  属  その他   

昭和30年   336   

第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 

工業統計調査結果報告   

蓑6－2－11熊野町における製造業の従業者数、製造品出荷額等（昭和30～40年）  

従業者数（人）  警莞許荷開l讐㌍用折等l藁葺差当たり莞   

昭和30年   593   9，122   1．8   

34   726   6，544  1．8   

35   689   7，771  1．8   

36   666   9，738  2，638  1．8   

37   647   15，543   5，291   1．8   

38   664   19，883   5，953   1．8   

39   673   21，285   8，610   1．8   

40   713   44，804   20，687   1．g   

工業統計調査結果報告  
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大
体
六
〇
〇
～
七
〇
〇
人
の
規
模
で
あ
ま
り
大
き
な
変
動
は
な
い
。
 
 

筆
づ
く
り
は
、
産
業
と
し
て
も
比
較
的
順
調
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
 
 

が
こ
こ
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
従
業
者
は
、
事
業
所
当
た
り
二
人
未
 
 

満
で
あ
り
、
家
内
工
業
的
な
就
業
構
造
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
 
 

れ
る
。
 
 

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
本
町
の
ば
あ
い
は
筆
づ
く
り
で
あ
る
。
従
業
者
も
ー
 
 

一
二
百
数
十
事
業
所
の
「
そ
の
他
」
が
圧
倒
的
比
重
を
し
め
て
い
る
。
 
 

「
そ
の
他
」
の
項
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
 
 

第
六
茸
 
現
 
 
 

昭和41 43 47 49 53 55 56年  

図6－2－11熊野町の製造業の推移  
工業統計調査結果報告より作成  

2－12 熊野町の製造業一従業者数－  

昭和41年  43l47   49  53  55】56   
食   料   品   14   22   23   18   23   26   32   
木 材・木 製 品   十  ↑  44   93   88  107   99   

家 具・装 備 品  ↑   ↑   22   41   方   
パルプ・紙・紙加工  十  A：  ズ   12   19   20   イ   
出  版  印  刷   ∬  十  イ   ∫  十   イ   ズ   
化学、窯業・土石  ∬  ∬  イ  
非鉄金属  ガ  
金  属  79  60  92                    114   

一  般 校 械  122  

電  桟  ↑   ↑   ∬  121   
輸 送 機 枕  56  

そ  の  509  ★  659  603   

A     計  614  664  950  1，028  1，262  1，362  1，386   
化学（47、53年）、窯業・土石（55、56年）、∬は秘匿数値を示す   

工実統計調査結果報告  
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表6－2－13 熊野町の製造業一事業所数一  

1軍和41l43l45L47  
第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 
 

材
具
 
 

食
木
家
 
 

料  
木  
装  

晶
品
品
 
 

5
 
0
 
2
 
4
 
1
 
 

2
 
 

4
 
7
 
3
 
5
 
▼
▲
 
l
 
 

4
 
 

1
 

6
 
4
 
2
 
 

5
 
∩
八
）
 
ウ
J
 
5
 
一
・
l
 
l
 
 

製  

備   
／くルプ・紙・紙加工  

出  版  印  刷  
化学、窯業・土石  

非 鉄 金 属  
金  属  
一 般 校 械  
屯  機  
輸 送 機 械  
そ  の  他  

ェ
 
1
一
8
1
1
 
3
 
7
4
1
 
 

337い87い85l140l140  

化学（47、51、53年）、窯業，土石（55、56年）  工業統計調査結果報告  

表6－2－14 熊野町の製造品出荷頒等  

（万円）  

化学（47、51、53）、窯業・土石（55、56年）、∬ほ秘匿数値  工業統計調査報告   
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」
肘
中
町
 
 

海
田
町
 
 
 

瀬
野
川
町
 
 

船
延
町
 
 

安
芸
町
 
 

阿   矢  
戸   野  
町   町  

図6－2－121口安芸郡内の産業別就業者構成（昭和50年、％）国勢調査   

昭
和
四
十
年
代
以
降
、
熊
野
町
に
お
け
る
筆
づ
く
り
の
事
業
所
と
し
て
の
数
 
 

は
い
ち
じ
る
し
く
減
少
す
る
。
し
か
し
、
従
業
者
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
減
少
 
 

せ
ず
大
体
五
〇
〇
～
六
〇
〇
人
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
一
般
機
械
や
輸
送
 
 

機
械
、
電
機
等
の
事
業
所
の
進
出
も
こ
の
期
間
に
み
ら
れ
る
。
筆
づ
く
り
の
事
 
 

業
所
で
は
、
こ
の
間
に
だ
ん
だ
ん
と
零
細
な
も
の
の
消
滅
の
一
方
で
、
規
模
の
 
 

矢
野
町
 
 

阿
戸
町
 
 

び
瀬
野
川
町
 
 

船
越
町
 
 

安
芸
町
 
 

坂
 
町
 
 

熊  府  海  
野  中  田  
町  町  町  

図6－2－13 旧安芸郡の事業所 事業所統計  

拡
大
集
中
化
の
傾
向
が
進
 
 

み
、
事
業
所
当
た
り
の
従
業
 
 

者
数
が
増
加
し
て
い
る
。
 
 
 

旧
安
芸
郡
内
 
熊
野
町
は
 
 
 

の
産
業
構
造
 
旧
安
芸
郡
 
 

内
の
他
の
町
と
の
比
較
で
み
 
 

る
と
、
第
二
次
産
業
の
比
重
 
 

が
高
く
、
と
り
わ
け
製
造
業
 
 

の
し
め
る
割
合
が
高
い
。
第
 
 

三
次
産
業
は
、
相
対
的
に
低
 
 

く
サ
ー
ビ
ス
業
、
卸
・
小
売
 
 

業
の
占
め
る
比
重
も
相
対
的
 
 

に
低
い
。
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図6－2－14 旧安芸郡の従業者（人）  事業所統計  

安  箱  弟  阿  
蔓  延  野  戸  
町  町  川  町  
町  

熊 府  溝 板  
雪子  中  田 町 町 町 町  

図6－2－15 旧安芸郡内の従業者（一事業所当たり）  
事業所統計  
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業
者
、
同
年
間
販
売
額
お
よ
び
従
業
者
当
た
り
の
年
間
販
売
額
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
昭
和
四
十
七
年
（
t
九
七
二
）
か
ら
五
十
 
 

四
年
（
一
九
七
九
）
ま
で
に
つ
い
て
み
る
と
、
店
舗
当
た
り
の
従
業
者
数
が
少
し
つ
つ
で
は
あ
っ
て
も
増
大
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
は
 
 

か
り
で
な
く
、
店
舗
当
た
り
の
販
売
額
の
伸
び
が
、
従
業
者
当
た
り
の
伸
び
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
 
 
 

小
売
業
の
業
種
別
内
訳
を
み
る
と
、
商
店
数
、
従
業
者
、
販
売
額
、
売
場
面
積
と
も
に
飲
食
料
品
店
が
も
っ
と
も
多
く
、
ま
た
、
 
 

伸
び
率
の
い
ち
じ
る
し
い
の
は
家
具
・
建
具
・
什
辞
関
係
や
自
動
車
・
自
転
車
関
係
で
あ
る
。
販
売
額
に
つ
い
て
も
、
店
舗
当
た
り
 
 
 

欝
六
章
 
現
 
 

代
 
 

図6－2－16 旧安芸郡内の人口百人当たりの事業所・従業  

者（昭和53年）事業所統計 住民基本台帳   

事
業
所
の
数
は
、
府
中
、
海
田
に
つ
い
で
多
い
が
、
従
業
者
数
は
さ
ら
に
船
 
 

越
や
瀬
野
川
よ
り
も
少
な
い
。
大
規
模
な
事
業
所
が
少
な
い
た
め
に
、
一
事
業
 
 

所
当
た
り
の
従
業
者
、
人
口
百
人
当
た
り
の
事
業
所
・
従
業
者
の
数
も
多
く
ほ
 
 

。
 
 

界
の
景
気
変
動
に
よ
っ
て
、
大
き
く
増
減
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。
そ
れ
に
た
 
 

い
し
て
、
小
売
業
お
よ
び
飲
食
業
は
、
町
内
の
人
口
の
増
加
、
消
費
生
活
の
多
 
 

様
化
、
現
金
収
入
の
増
加
等
に
と
も
な
う
消
費
需
要
の
増
大
を
反
映
し
て
、
年
 
 

々
比
較
的
安
定
し
た
伸
び
が
み
ら
れ
る
。
 
 
 

卸
売
業
に
つ
い
て
ほ
次
章
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
、
以
下
、
小
 
 

売
業
に
つ
い
て
若
干
の
分
析
を
行
う
。
従
業
者
、
年
間
販
売
額
、
商
店
数
、
売
 
 

場
面
積
等
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
恨
調
な
伸
び
が
み
ら
れ
る
。
店
舗
当
た
り
の
従
 
 

商
業
 
 
熊
野
町
の
商
業
は
、
大
別
す
れ
ば
、
卸
業
、
小
売
業
、
飲
食
店
か
ら
 
 

な
っ
て
い
る
。
卸
売
業
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
毛
筆
関
係
で
あ
り
、
業
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蓑6－2－15 熊野町の商業  

販  売  額（百万円）  

商 店 数（J古）      従業者数（人）              昭31  45  49  51153   昭31145l49l51     53  叫4ヲ   49  51t53   

卸 業  56  15  13l9   14  160  46  40  28  65  21  508  1，298  666  1，589   

小売業  102146   157  190  211  317  382  503  647  752  19  950  3，913  5，662  7，53   
飲食業    18  19  33  53    38  41  69      44  194  200  

計  158  179  189  182  225  377  466  584  744 817   40  1，502  5，405  6，528  9，126   

第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 

「熊野町総合基本計画」昭和55年他より  

回6－2－18 熊野町の小売業の効率   図6～2－17 熊野町の小売業  

性 商業統計より作成  商業統計より作成  
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∧一？∴ ？言購  

㌧∵∴ィ㍍－■J∴√  

図62－19 刷轟出 亘－き岩一批い  

ま
た
は
従
業
者
当
た
り
と
も
に
、
さ
ら
に
店
舗
当
た
り
の
従
業
者
に
つ
い
て
も
、
飲
食
 
 

料
品
が
や
や
他
の
業
績
を
リ
ー
ド
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
町
の
小
売
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 
 

町
内
の
商
店
街
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
の
経
常
実
態
は
、
小
規
模
商
店
が
大
半
で
個
々
の
 
 

力
は
非
常
に
弱
い
も
の
が
あ
り
、
商
店
街
を
と
り
ま
く
諸
問
題
を
解
決
し
て
い
く
に
は
、
商
 
 

店
が
団
結
し
、
商
店
街
組
織
と
し
て
構
成
員
が
一
体
と
な
っ
て
対
処
す
る
し
か
な
い
。
‥
 
 

従
来
の
商
店
街
活
動
に
対
す
る
構
成
員
の
参
加
姿
勢
が
消
極
的
で
あ
っ
た
の
は
、
集
団
と
 
 

し
て
の
努
力
目
標
が
明
確
に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
ー
困
と
考
え
ら
れ
、
組
織
内
で
の
商
 
 

店
街
の
魅
力
化
策
を
早
急
に
検
討
し
構
成
員
の
合
恵
を
得
て
達
成
に
取
組
む
こ
と
が
望
ま
れ
 
 

る
。
 
 

図6220 イ三と同じ  

囲6－221町道の両側の家並  

たLたちの熊野町」   

わ
り
 
 

よ
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表6－2－1 熊野町内のラヂオ・テレ  

ビ等設置数（昭和32年）  

メ
ー
ト
ル
の
盆
地
に
住
む
二
千
二
百
戸
一
万
弱
の
人
々
は
百
余
年
の
伝
統
を
生
か
し
、
全
国
の
畢
生
産
高
の
九
割
を
か
せ
ぐ
。
年
間
 
 

に
は
十
億
円
の
金
が
毛
の
先
か
ら
し
た
た
り
落
ち
る
勘
定
だ
。
一
戸
当
り
わ
ず
か
三
反
の
耕
地
面
積
な
が
ら
町
民
を
あ
げ
て
わ
が
 
 

概
観
 
 部  落  ラ ヂ オ  テ レ ビ  電 話   

奥   地   143   4   

出 来 庭   243  1  13   

中   溝   519   22  103   

萩   原   274  14   

城 之 掘   217  1  10   

初   押   85  2   

新   宮   175  2   

川角、平谷   103   

計   1，759   25  148   

第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 
 

「
お
寺
と
医
者
以
外
は
町
を
あ
げ
て
の
筆
作
り
の
町
、
安
芸
郡
熊
野
町
は
、
広
島
市
か
ら
パ
ス
で
一
時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
 
 

る
。
こ
の
町
は
み
ご
と
な
ほ
ど
、
筆
一
本
で
立
っ
て
い
る
。
五
、
六
百
メ
ー
ト
ル
の
山
々
に
因
ま
れ
た
標
高
二
百
五
十
 
 

第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 

備考1 昭和32年7月1日現在の数字を掲げ  

た。  

2 電話は二者共同加入6台を含む。  

『筆の町難野羞』より  

世
の
春
を
う
た
っ
て
い
る
。
」
（
昭
和
三
十
三
年
一
月
十
六
日
『
山
陽
新
 
 

聞
』
）
 
「
打
続
く
好
景
気
に
、
山
合
い
に
は
珍
し
い
立
派
な
家
並
み
 
 

を
残
し
、
家
の
中
は
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
電
気
製
品
が
他
の
家
具
と
 
 

調
和
し
て
置
か
れ
て
い
る
。
新
築
中
の
家
も
あ
ち
こ
ち
で
み
ら
れ
 
 

る
こ
の
町
は
、
ま
た
安
芸
郡
内
で
た
だ
一
つ
の
芸
妓
が
存
在
す
 
 

る
。
他
府
県
か
ら
来
る
商
人
を
接
待
す
る
た
め
、
と
い
う
表
向
き
 
 

の
理
由
の
ほ
か
に
、
ゆ
と
り
の
あ
る
町
の
人
も
よ
く
遊
ぶ
せ
い
ら
 
 

し
い
。
」
（
同
上
）
。
 
 
 

熊
野
町
は
、
つ
と
に
筆
の
都
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
全
 
 

国
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
高
度
成
長
の
は
じ
ま
る
時
期
で
あ
り
、
ミ
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蓑6－2－2 熊野町の就業構造（昭和25年）  

職  業  計  男   性  
第
六
章
 
現
 
 

専 門 的 技 術 的職業  
管 ］翌  的  職  業  
事  務  従  業  者  
販  売  従  業  者  
農夫、伐木夫その他類似業  
採  石  業  
運  輸  業  
生産工程従事者及特殊技能工  
単 純  労  働  者  
サ ー  ビ ス 職 業  

104人（2．3％）   

11（0．2）  

139 （3．1）   

319 （7，2）  

2，240（50．6）  

4 （0．1）   

31（0．7）  

1，400（31．6）  

128 （2．9）   

54 （1．2）  

4
 
1
 
6
 
 

2
 
1
 
0
 
 
1
 

一
1
8
 
1
0
 
2
6
 
 

7
 
 

4，430（100．0）   2，503  

昭和25．10．1施行の国勢調査  

昭和34年2月『撃の町熊野詰』による  

が
み
ら
れ
る
昭
和
四
十
年
代
以
降
ま
で
は
、
大
体
六
〇
 
 

〇
〇
～
九
〇
〇
〇
人
程
度
で
、
あ
ま
り
急
激
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
国
 
 

勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
、
本
町
の
人
口
は
六
五
 
 

六
〇
人
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
七
五
一
〇
と
七
千
人
台
。
昭
和
二
 
 

十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
九
三
五
五
人
と
な
っ
て
か
ら
昭
和
四
十
年
（
一
 
 
 

ッ
チ
ー
・
ブ
ー
ム
や
東
京
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
の
開
催
準
備
、
力
道
山
の
プ
 
 

ロ
レ
ス
放
映
な
ど
、
テ
レ
ビ
の
上
映
さ
れ
て
い
る
電
機
店
の
店
先
や
喫
 
 

茶
店
な
ど
に
黒
山
の
人
だ
か
り
が
目
撃
さ
れ
る
こ
ろ
、
す
で
に
熊
野
町
 
 

内
の
家
々
に
は
テ
レ
ビ
が
そ
な
え
ら
れ
て
い
た
。
筆
づ
く
り
産
業
に
よ
 
 

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
本
町
の
面
目
が
、
こ
こ
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
 
 

ぼ
町
内
を
営
業
域
と
す
る
、
文
字
通
り
の
零
細
な
地
場
産
業
に
と
ど
ま
 
 

象
徴
的
な
光
景
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

筆
づ
く
り
以
外
に
は
、
と
く
に
こ
れ
と
い
っ
た
産
業
は
存
在
し
て
い
 
 

な
い
。
そ
の
他
の
産
業
や
事
業
は
ご
く
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ほ
 
 
 

っ
て
い
る
も
の
が
、
大
部
分
で
あ
る
。
な
お
、
撃
製
造
の
経
営
状
況
等
 
 

に
つ
い
て
ほ
、
次
章
に
お
い
て
詳
論
さ
れ
て
い
る
の
で
、
合
わ
せ
て
参
 
 

照
さ
れ
た
い
。
 
 

就
業
構
造
 
 

熊
野
町
の
人
口
は
、
県
営
熊
野
団
地
へ
の
大
量
の
流
入
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節
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 
 

図621 餞脚†‖勺の唯一の旅酢  

九
六
五
）
の
九
三
八
七
人
ま
で
、
ほ
ぼ
一
定
し
て
九
千
人
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
昭
 
 

和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
の
本
町
の
人
口
は
九
四
七
九
人
で
あ
っ
た
。
内
訳
は
、
男
性
四
 
 

室
ハ
一
人
、
女
性
四
九
一
八
人
で
、
二
一
五
九
世
帯
と
あ
る
。
一
戸
当
た
り
平
均
四
・
 
 

四
人
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年
こ
ろ
ま
で
は
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
、
就
業
梢
造
に
も
大
 
 

き
な
変
化
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

昭
和
二
十
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
っ
て
、
本
町
の
職
業
別
就
業
構
造
を
み
る
と
（
表
 
 

6
－
2
．
1
2
）
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
農
林
業
関
係
と
、
製
繁
閑
係
が
圧
倒
的
に
多
く
、
 
 

全
体
の
お
よ
そ
八
割
強
を
占
め
て
お
り
、
本
町
の
伝
統
的
な
就
業
構
造
の
様
子
が
よ
く
 
 

う
か
が
え
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
以
降
の
町
内
在
住
人
口
は
、
県
営
団
地
の
出
現
等
に
と
も
 
 

な
う
広
島
市
域
の
ベ
ッ
ド
・
タ
ウ
ン
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
急
増
す
る
。
町
内
在
住
者
 
 

昭和40  50  55年  

図6¶2－2 熊野町の産業別  

就業者（国勢調査）  

の
就
業
構
造
に
も
、
い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
の
影
響
が
反
映
さ
れ
る
 
 

よ
う
に
な
る
。
昭
和
四
十
年
か
ら
同
五
十
五
年
ま
で
の
一
五
年
間
で
、
 
 

就
業
人
口
は
四
九
四
五
人
か
ら
一
万
〇
三
八
二
人
へ
と
二
倍
以
上
に
増
 
 

大
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
農
林
業
就
業
者
の
激
減
と
、
サ
ー
ビ
ス
業
お
 
 

よ
び
卸
・
小
売
業
の
就
業
者
の
増
加
ぶ
り
が
注
目
さ
れ
る
。
全
体
的
傾
 
 

向
と
し
て
は
、
第
一
次
産
業
の
急
速
な
減
少
と
第
三
次
産
業
の
急
増
が
 
 

み
と
め
ら
れ
、
こ
の
時
期
の
全
国
的
傾
向
と
共
通
し
て
い
る
。
同
時
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蓑6－2－3 熊野町の産業別就業者  

昭和40年   国  伸び（5机0）  （55／5D）  （55／40）   

茅屋  
水  産  業  2（D．0）  2（0．D）  4（D．0）  0．0  10D．0  】OD．0  

次芙   計   し352（27．3）  565（6．5）  394（3．8）  △ 58．2  △ 30，3  △ 70．g   

第産  鉱・建 設 業  162（3．3）  629（7．2）  803（7．7）  288．3  27，丁  395．7   

製  造  業  2．189（44．3）  3′931（45．0）  4，653（44．8）  79．6  18．4  l12．6  

次業  計   2，3引（47．6）  4．56D（52．2）  5．456（52．6）  94．0  19．6  132．l   

卸  小 売 業  523（川．6）  ，424（r6．3）  し836（17．7）  172．3  28．9  Z引．l  

金融・保険・不動産業  53（l．り  193（2．2）  22】（2．り  264．2  14．5  317．0  
第産  

運掛通信・電気・ガス  276（5．6）  610（7．0〉  7引（7，2）  」2l．D  23．l  l了2．l   

サ ー ビ ス 業  293（5，9）  g72（Ll．1）  】．290（12．4）  23l．7  32．丁  340，3  
次業                     公  務  95（l．9）  367（4．2）  433（4．2）  286．3  18．0  355．8  

計   l－240（25．り  3．566（40．8）  4′531（43．6）  187，6  27．l  265．4   

分 頸 万 能  2（0．0）  44（0．5）  l（0，0）  △ 97．7  △ 50．0   

合  計   4′945（100．0）  8－735（】OD．0）  lれ38Z（JOD．D〉  76．6  18．ヨ  109．9   

第
六
筆
 
硯
 
 
 
代
 
 

査
 
 

調
 
勢
 
 

国
 
 に
、
熊
野
町
の
場
合
に
は
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た
第
二
 
 

次
産
業
の
就
業
者
数
も
着
実
に
増
大
し
て
い
る
。
 
 
 

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
の
一
万
人
余
の
就
業
者
の
 
 

内
訳
に
つ
い
て
み
る
と
、
雇
用
者
七
一
二
五
人
、
雇
人
の
 
 

な
い
業
主
一
七
九
〇
人
と
両
者
で
、
全
体
の
約
八
六
％
に
 
 

な
り
、
と
く
に
前
者
が
六
八
％
を
し
め
て
い
る
。
つ
い
で
 
 

多
い
の
が
家
族
従
業
者
（
全
体
の
八
％
）
で
あ
る
。
 
 
 

製
造
業
の
就
業
者
は
四
六
五
三
人
（
う
ち
女
性
一
七
五
 
 

五
人
）
で
あ
る
が
、
雇
用
者
六
七
・
二
％
、
雇
人
の
な
い
 
 

業
主
二
一
・
三
％
、
家
族
従
業
者
六
・
五
％
で
あ
り
、
雇
 
 

人
の
な
い
業
主
や
家
族
従
業
者
が
他
の
産
業
に
比
し
相
対
 
 

的
に
多
い
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
大
部
分
が
女
性
に
よ
っ
て
 
 

し
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
 
 
 

卸
・
小
売
業
一
八
三
六
人
は
、
雇
用
者
六
一
・
八
 
 

％
、
雇
人
の
な
い
業
主
一
四
・
四
％
、
家
族
従
業
者
一
 
 

四
・
五
％
で
あ
る
が
、
雇
人
の
あ
る
業
主
も
一
〇
二
人
 
 

（
五
こ
ハ
％
）
と
他
の
産
業
に
比
し
比
較
的
多
数
で
あ
る
。
 
 

ま
た
、
こ
の
産
業
に
お
け
る
女
性
就
業
者
八
四
一
人
の
う
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蓑6－2－4 熊野町の産業別・職種別就業者（昭和55年）  

（人）  

総  数  雇用者  役  艮  雇人のあ る業主  雇人のな い業主  家族従 業者   
第1次 産 業   

394 （174）  ＊＊15 （0）    4  264 （68）  113 （104）   

第2次産業  

＊うち製造業  5，456  3，652  180   166  1，093  365  
第3次産業  119   170   433  350  

（1，753）  （1，242）   （17）   （31）  （167）  （296）  

着うち卸・小売業  68   102   264  267  

（841）  （504）   （12）   （15）   （87）  （223）  

＊サービス業   997   26   52   146   69  

（634）  （474）   （2）   （16）   （79）  （63）   

＊の小計 合計に占める割合  7，779  5，261  228  251  1，402  637   （3，230）  （1，733）  （40）  （43）  （S71）  （543）   74．9％  73．8  76．3  73．8  78．3  76．9   
A  計  299   340  1，790  828  

（3，785）  （2，054）   （50）   （44）  （940）  （697）  

女性の割合   

第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 
 

（）は内数で女性、＊＊は17（2）か？  査
 
 

調
 
勢
 
 

国
 
 
 
ち
、
雇
用
者
五
九
・
九
％
、
家
族
従
業
者
 
 

二
六
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
分
野
 
 

で
の
女
性
の
就
業
機
会
が
相
対
的
に
多
い
 
 

こ
と
が
分
か
る
。
 
 
 

サ
ー
ビ
ス
業
〓
一
九
〇
人
は
、
一
雇
用
者
 
 

七
七
二
二
％
、
雇
人
の
な
い
業
主
一
一
・
 
 

三
％
で
あ
る
。
女
性
の
み
に
つ
い
て
み
る
 
 

と
六
≡
四
人
の
う
ち
、
雇
用
者
七
四
・
八
 
 

％
、
雇
人
の
な
い
業
主
一
二
・
五
％
、
家
 
 

族
従
業
者
九
・
九
％
で
、
男
女
と
も
に
雇
 
 

用
者
の
し
め
る
割
合
が
相
対
的
に
高
い
点
 
 

に
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 

熊
野
町
内
に
お
け
 
 
事
業
所
・
従
業
者
 
 

る
事
業
所
と
そ
の
 
 

従
業
者
の
様
子
は
ど
う
で
あ
る
か
を
次
に
 
 

み
て
お
こ
う
。
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
 
 

六
）
 
こ
ろ
の
資
料
で
み
る
と
、
製
造
業
が
 
 

三
三
七
事
業
所
（
従
業
者
数
K
一
四
人
）
で
一
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第
六
章
 
現
 
 
 

回6－2－3 熊野町の産業別・職種別就業者  
昭和55年国勢調査  

図6－2－4 筆製造工場の1つ  
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第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 

44年  53年  

図6－2－6 熊野町の産業別事業所  
従業者 事業所統計  

昭和44  53  56早  

図6－2－5 熊野町の事業所数  

事業所統計  

表6－2－5 熊野町の産業別事業所数  

昭和44年   
53   56   

停示専「 （56／44）   

趣 林 水 産 業   1（0．2）   2（0．3）  2（0．3）  100．0％   
鉱 ・ 建  設   業   32（6．2）   45（7．5）   44（6．8）  37．5   

製  造  業   220（42．5）  160（26．6）  154（23．7）  △ 30．0   
小  計   252（48．7）  205（34．1）  198（30．4）  △ 21．4   

卸・ 小  売  業   172（33．3）  259（43．1）  298（45．8）  73．3   
金融・保険・不動産業   2（0．4）   5（0．8）   7（1．1）  250．0   

運輸・通信・電気・ガス   7（1．3）   13（2．2）   10（1．5）  42，9   
サ ー   ビ ス 菜   68（13．2）  110（18．3）  129（19．の  89．7   
公  務   15（2．9）   7（1．2）   7（1．1）  △ 53．3   

小  計   264（51．1）  394（65．6）  451（69，3）  70．8   

A  計   517（100．0）  601（100．0）  651（100．0）  25．9   
事業所統計  
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表6－2－6 熊野町の産業別従事者数  

53  56  伸び率 （56／44）   

5 （0．1）  6 （0．2）  50．0％   

268 （7．4）  256 （6．7）  98．4   

1，393（3臥5）  1，437（37．6）  62．2   

1，661（45．9）  1，693（44．3）  66．8   

898（24．8）  992（26．0）  107．5   

60 （1．7）  85 （2．2）  240．0   

169 （4．7）  178 （4．7）  31．9   

647（17．9）  743（19．5）  181．4   

176 （4．9）  122 （3．2）  △ 1．6   

1，950（54．0）  2，120（55．5）  106．6   

3，616（100．0）  3，別9（100．0）  86．7   

昭和44年  

第
六
章
 
現
 
 
 
代
 
 
 

製  造  業   

鉱・建  設  業           小      計  

129 （6．3）   

886（43．3）  

1，015（49．6）  

卸・ 小  売  業  
金融・保険・不動産業  
運輸・通信・電気・ガス  
サ ー   ビ ス 菜  
公  務   
小  計   

478（23．4）   

25 （1．2）  

135 （6．6）   

264（12．9）  

124 （6．1）  

1，026（60．2）  

A  計l2，045（100・0）  
事業所統計  

平
 
均
 
 
 

公
共
企
業
体
等
 
 
 

サ
ビ
ス
棄
 
 
 

運
輸
・
通
信
・
電
気
・
ガ
ス
 
 
 

金
融
・
保
険
・
不
動
産
業
 
 
 

却
・
小
士
冗
‖
薫
 
 
 

製
 
性
迫
 
公
禾
 
 
 

鉱
・
建
設
業
 
 
 

農
林
水
産
業
 
 

図6－2－7 熊野町の一事業所当たり従業  
者数 事業所統計  
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蓑6－2－7 熊野町の事業所当り従業者数  

昭和44年 1  53  

第
二
節
 
産
業
・
経
餌
 
 
 

4．0人  2．5  

0
 
7
 
1
 
 

6
．
8
．
8
．
 
 

8
 
3
 
6
 
 

5
．
9
．
8
．
 
 

小  計  
卸 ・ 小  売  業  
金融・保：険・不動産業  

運輸・通信・電気・ガス  
サ ー   ビ ス 業  
公  務   
小  計  

ハ
B
 
5
 
3
 
9
 
3
 
9
 
 

2
 
2
 
9
 
3
 
黒
U
 
3
 
 

5
 
（
U
 
（
U
 
9
 
1
 
9
 
 

3
 
2
 
3
 
5
 
5
 
4
 
 

1
 
1
 
 
 
 
 
2
 
 

3
 
1
 
0
0
 
〔
ハ
）
 
4
 
7
 
 

3
 
2
 
7
 
5
 
7
 
■
4
 
 

合  計  

事業所統計  

番
多
く
、
つ
い
で
サ
ー
ビ
ス
業
四
六
（
三
一
四
）
、
建
設
業
三
九
（
四
九
）
、
 
 

金
融
保
険
四
（
五
一
）
、
運
輸
通
信
四
（
四
〇
）
、
不
動
産
業
お
よ
び
電
気
ガ
 
 

ス
が
そ
れ
ぞ
れ
一
（
エ
で
あ
っ
た
雛
鳥
順
順
闘
誹
短
靴
謡
刷
鎧
。
一
事
業
 
 

所
当
た
り
の
従
業
者
は
、
金
融
保
険
、
運
輸
通
信
の
一
二
な
い
し
一
〇
人
 
 

を
別
と
す
れ
ば
、
一
な
い
し
二
人
程
度
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

昭
和
四
十
年
代
以
降
の
熊
野
町
内
に
お
け
る
事
業
所
お
よ
び
そ
の
従
 
 

業
者
の
推
移
は
、
衰
6
1
2
－
5
・
6
に
示
さ
れ
て
い
る
。
卸
・
小
売
 
 

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
事
業
所
な
ら
び
に
従
業
者
数
の
こ
の
間
の
増
加
と
 
 

と
も
に
、
金
融
保
険
・
不
動
産
業
の
急
成
長
ぶ
り
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
 
 

第
一
次
お
よ
び
第
二
次
産
業
の
凋
落
な
い
し
伸
び
悩
み
に
対
し
て
、
第
 
 

三
次
産
業
の
急
成
長
ぶ
り
が
明
ら
か
に
読
み
と
れ
る
。
 
 

一
事
業
所
当
た
り
の
従
業
者
数
は
、
運
輸
・
通
信
・
電
気
∵
ガ
ス
・
 
 

金
融
・
保
険
・
不
動
産
を
別
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
数
人
の
規
模
で
あ
 
 

り
、
全
体
平
均
で
み
て
も
昭
和
四
十
四
年
四
・
〇
人
、
同
五
十
六
年
 
 

五
・
九
人
で
あ
っ
た
（
表
6
2
－
7
）
。
と
り
わ
け
卸
・
小
売
業
、
サ
 
 

ー
ビ
ス
業
は
、
農
林
水
産
業
と
と
も
竺
て
ノ
六
人
程
度
の
構
成
と
な
っ
 
 

て
い
る
。
零
細
規
模
の
事
業
所
が
大
部
分
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
 
 

に
も
う
か
が
え
る
。
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第
六
茸
 
現
 
 

代
 
 

小
売
業
 
 

左
の
小
計
 
 

サ
ー
∴
巳
ス
 
 

図6－2－8熊野町の規模別事業所・従業者の構成（民営、昭和56年）  

事業所統計より作成   

町
内
の
規
模
別
の
事
業
所
・
従
業
者
の
構
成
を
示
し
た
の
 
 

が
図
6
1
2
－
8
お
よ
び
蓑
6
－
2
1
8
・
9
で
あ
る
。
全
 
 

体
的
に
は
、
事
業
所
の
九
七
％
ほ
三
〇
人
未
満
で
あ
り
、
し
 
 

か
も
全
体
の
四
分
の
三
の
事
業
所
は
四
人
未
満
で
あ
る
。
全
 
 

従
業
者
の
四
分
の
三
は
三
〇
人
未
満
の
事
業
所
に
、
全
体
の
 
 

三
分
の
一
は
四
人
未
満
の
事
業
所
に
従
業
し
て
い
る
。
 
 
 

製
造
業
で
は
、
事
業
所
に
つ
い
て
は
三
〇
人
未
満
が
九
四
 
 

％
（
四
人
未
満
が
五
六
％
）
、
従
業
者
に
つ
い
て
は
同
じ
く
六
 
 

三
・
五
％
（
一
七
・
五
％
）
で
あ
る
。
製
造
業
は
、
他
の
産
業
 
 

と
の
対
比
か
ら
み
れ
ば
、
三
〇
人
以
上
規
模
の
従
業
者
の
割
 
 

合
が
高
く
、
四
人
未
満
の
そ
れ
が
低
い
。
つ
ま
り
、
比
較
的
 
 

大
規
模
な
も
の
と
零
細
な
規
模
の
も
の
と
の
間
で
の
階
層
的
 
 

分
化
の
現
象
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

卸
・
小
売
業
で
は
、
全
事
業
所
の
九
八
二
二
％
が
三
〇
人
 
 

未
満
（
八
七
・
九
％
が
四
人
未
満
）
で
、
圧
倒
的
部
分
が
零
細
な
 
 

規
模
と
な
っ
て
い
る
。
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
八
〇
％
（
五
 
 

四
・
八
％
）
で
、
．
こ
こ
で
は
三
〇
人
以
上
規
模
と
四
人
未
満
規
 
 

模
と
の
間
に
階
層
の
分
化
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
少
数
の
比
較
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表6－2－8 熊野町の規模別事業所（昭和56年）  

国・公共企業体  
合計（民 営）  30人未満  （うち4 人未満）  30人以上   地方公共団体   

1   第1 次 産 業   口 （100．0）   1 （100．0）   四 （100．0）  
第2次産業  
＊うち製造業   198  189  （106）  9     （100．0）  （95．5）  （53．5）  （4．5）   154  145  （87）  9   （100．0）  （94，2）  （56．5）  （5．8）   
第3次産業  428   421  （353）   

＊うち卸・小売業  298   293  （262）   
（100．0）  （98．3）  （87．9）  （1．7）  

＊うちサービス業  116   116   （91）  

（100．0）  （100．0）  （78．4）  

7  23 13   （100．0）  （98．4）  （82．5）  （1．6）         5  
13  ＊の  合  計  568  554  （440）  14     （100．0）  （97．5）  （77．5）  （2．5）   

合  計   
627  611  （463）  16   

24  

第
二
節
 
産
業
・
経
済
 
 

事業所統計  

表6－2－9 熊野町の規模別従業者数（昭和56年）  
国・公共企  

営）   

2   合計（民   1～4人  5′〉9  10～19  20～29  30以上   業体地方公 些塾昼＿  第1次 産 業   4 （100．0）   4 （100．0）  
第 2 次 産 業  1693  286   

284  454  144  525     （10bo）  （169）  （168）  （26．8）  （8．5）  （31．0）  ＊うち 製 造 業  1437  252  165  371  124  525   （10b．0）  （17．5）  （1l．5）  （25．8）  （8．6）  （36．5）   
第 3 次 産 業  1644  743  241  313   

992  544  144   76   21   

＊うちサービス業   438  89   84  137   49  298  476   （10bo）  （452）  （147）  （19．0）  （3．0）  （18．1）  ＊うち卸・小売業            207     （1000）  （548）  （14．5）  （7．7）  （2．1）  （20．9）      i      28    305   （100．0）  （43．2）  （19，2）  （31．3）  （6．4）   
305  ＊の  合  計  2867  985  393  584  173  732     （10b．0）  （34．4）  （13．7）  （20．4）  （6．0）  （25．5）   

合   767  193  823  478  計  3341  1033  525           （10ら．0）  （3ら．9）  （15．7）  （23．0）  （5．8）  （24．6）   
事業所統計  
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